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心

’
　
。
。
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
近

　
　
　
　
荒
波
茂
　
い
将
来
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
独

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
フ
ー
ド
プ
ロ
グ
立
し
た
組
織
と
な
る
予
定
で

ラ
ム
と
は
、
「
食
は
命
の
源
」

を
目
貫
ア
ジ
ア
に
有
機
農

業
を
啓
蒙
・
普
及
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
岡
山
県
の
中
国
山

脈
に
位
置
す
る
新
庄
村
が
２

０
１
１
年
３
月
1
0
日
に
議
会

で
制
定
し
た
ア
ジ
ア
有
機
農

業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進

条
例
に
賛
同
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
各
国
支
部
や
姉
妹
団
体
で

構
成
す
る
「
国
際
相
互
扶
助

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
も
っ
て

貢
献
す
る
構
想
の
も
と
に
設

立
さ
れ
た
。
農
業
従
事
者
は

日
本
で
は
少
数
派
で
あ
る

が
、
ア
ジ
ア
で
は
多
数
派
で

あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
日

本
の
中
山
間
村
を
代
表
す
る

新
庄
村
の
地
域
振
興
に
貢
献

で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
更

あ
る
。

　
こ
の
構
想
の
一
環
と
し

て
、
新
庄
村
の
野
土
路
地
区

に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
野
土
路
農
場
」

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
ペ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
に
有
機
農
業
推
進

の
た
め
の
モ
デ
ル
農
場
を
設

置
し
、
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ー
ク

と
し
て
、
運
営
す
る
予
定
で

あ
る
。
モ
デ
ル
農
場
の
基
本

条
件
は
三
つ
で
あ
る
。
源
流

に
近
い
お
い
し
い
水
、
寒
暖

の
あ
る
気
候
、
そ
し
て
豊
か

な
土
壌
で
あ
る
。
こ
の
３
条

件
そ
ろ
っ
た
農
場
に
、
新
庄

村
の
蓄
積
し
た
有
機
農
業
の

考
え
方
と
技
術
を
導
入
す

る
。
現
地
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
で
「
ひ
め
の
も
ち
」
や
、

み
そ
な
ど
の
加
工
食
品
を
生

産
し
て
現
地
の
市
場
で
販
売

す
る
。
モ
デ
ル
農
場
で
働
く

農
民
の
人
た
ち
沌
苓
生
と

し
て
新
庄
村
に
招
聘
す
る
。

日
本
語
と
有
機
農
業
の
研
修

後
帰
国
し
て
、
有
機
農
業
普

及
・
啓
蒙
活
動
に
従
事
し
て

い
た
だ
く
。
将
来
的
に
は
新

庄
村
か
ら
人
材
を
派
遣
す

る
。
初
期
の
有
機
農
業
の
生

産
物
の
販
売
対
象
は
海
外
在

留
邦
人
と
そ
の
国
の
裕
福
順

に
な
る
。
う
れ
し
い
こ
と
に

ア
ジ
ア
の
時
代
が
来
て
い

る
。
世
界
の
お
金
が
ア
ジ
ア

に
還
流
し
て
き
て
い
る
。
人

は
余
裕
が
で
き
る
と
「
命
と

健
康
」
に
良
い
安
心
な
食
べ

物
を
食
べ
た
く
な
る
。
そ
れ

が
有
機
農
業
の
生
産
物
で
あ

る
。
　
新
庄
村
は
凱
旋
桜
が
有
名

で
あ
る
。
世
界
的
に
有
名
な

建
築
家
で
あ
る
ア
レ
ッ
ク
ス

・
カ
ー
氏
が
感
動
し
た
。
「
新

庄
村
は
日
本
で
一
番
美
し
い

グラムドプロＡＭＤＡフー

村
で
あ
る
」
と
。
私
は
特
に

野
土
路
地
区
が
大
好
き
で
あ

る
。
野
土
路
地
区
の
景
観
は
、

小
規
模
な
が
ら
も
、
世
界
を

魅
惑
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

景
碩
学
で
世
界
を
り
Ｉ
ド
し

て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
と
の
連
携

な
ど
を
考
え
る
の
も
楽
し

い
。

　
有
機
農
業
に
加
え
て
、
生

薬
や
漢
方
薬
と
し
て
活
用
さ

れ
て
脳
果
樹
栽
悒
筈
に
　
長
期
に
ゴ
ル
フ
箱
な
ど
の
金

よ
る
薬
膳
料
理
な
ど
を
山
の
も
う
け
の
提
案
を
拒
否
し
て

駅
で
提
供
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
野
土
路
の
有
機
米
は
野

土
路
の
お
い
し
い
水
に
よ
る

炊
飯
こ
そ
最
も
理
想
的
な
食

し
方
で
あ
る
。
日
本
有
機
農

業
学
会
会
長
で
あ
り
、
岡
山

商
科
大
学
地
域
経
営
学
教
授

で
あ
る
岸
田
芳
朗
先
生
は
ア

イ
ガ
モ
農
法
に
加
え
て
、
畜

産
な
ど
と
連
携
し
た
複
合
農
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野
土
路
農
場
の
ア
ヒ
ル
放
鳥

法
を
推
奨
し
て

い
る
。
　
「
命
の

連
鎖
が
有
機
農

業
の
真
髄
で
あ

る
」
と
。
新
庄

村
野
土
路
「
命
」

の
郷
。
こ
の
響

き
に
自
然
の
素

晴
ら
し
い
景
観

の
中
に
命
の
躍

動
す
る
野
土
路

を
想
い
た
い
。

　
新
庄
村
議
会

は
高
度
経
済
成

き
て
い
る
。
平
成
の
市
町
村
・
‐

大
合
併
に
も
応
じ
て
い
な

い
。
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
大
事
に
し
て
き
て

い
る
村
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

世
界
は
変
わ
る
。
プ
ラ
イ
ス

（
価
格
）
か
ら
バ
リ
ュ
ー
ー
・
（
価

値
）
へ
と
。
新
庄
村
は
人
口

Ｉ
０
０
０
人
に
満
た
な
い
村

で
あ
る
。
が
、
そ
れ
が
ど
う

し
た
。
世
界
は
バ
リ
ュ
ー
（
価

値
）
を
待
っ
て
い
る
。
新
庄

村
の
世
界
へ
の
飛
躍
は
、
自

治
体
の
継
続
性
が
、
「
規
模
」

で
な
く
「
人
間
集
団
と
し
て

の
意
思
と
価
値
観
」
が
大
切

だ
と
教
え
て
く
れ
る
と
期
待

し
た
い
。
新
庄
村
の
人
た
ち

は
自
分
た
ち
が
食
す
る
農
作

物
を
市
場
に
出
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
の
「
安
心
の
証
し
」

を
見
た
こ
と
が
な
い
。
付
記

し
て
お
き
た
い
。
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